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別紙   

発言の要旨  

発言者  発言の要旨  

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

 

皆様、こんにちは。本日、会議の進行を務めさせていただきま

す子育て支援課の齊藤と申します。よろしくお願いいたします。 

まず、会議の開催にあたり、ふじみ野市では審議会等の会議の

公開に関する規則を制定し、開かれた市政の実現を推進するた

め、会議を公開することと規定しております。本会議におきまし

ても公開の対象となっておりますので、御了承いただきますよう

お願い申し上げます。また、議事録についても公開の対象となり

ますので、会議の御発言等を録音させていただくことも併せまし

て御了承願います。 

なお、本日の会議の傍聴希望者はおりません。 

 また、本日、委員の細谷様、山﨑様、風間清武様は欠席でござ

います。 

 続きまして、本委員会の小栗委員長より御挨拶いただきたいと

思います。 

 

 皆様、改めましてこんにちは。お忙しい中、委員会にお集まり

いただきありがとうございました。本日は条例構成案について事

務局より御提案が出てきておりますので、御審議していただけれ

ばと思います。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、本日の配付資料の確認をさせていただきます。 

【配布資料の確認】 

・会議次第 

・８／１８資料１ 条例構成案 

・８／１８資料２ 前回会議における資料との主な変更点 

それでは議事に移りますが、会議の進行は、ふじみ野市こども

にやさしいまちづくり条例（仮称）策定委員会条例第６条におい

て、委員会の会議は、委員長が議長となると規定されております

ので、小栗委員長に議事の進行をお願いいたします。 

 

 本日は２つ議題があります。まず、議題（１）条例構成案につ

いて、これまでに委員の皆様から頂いた御意見を盛り込んだ条例

構成案が事務局から提案されておりますので、その変更点などを
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事務局 

 

小栗委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

風間和江委員 

 

 

 

 

 

中村副委員長 

含めて、事務局から御説明していただきたいと思います。 

 

【資料 1、２に基づき説明】 

 

御説明ありがとうございました。 

まず、今後のスケジュール管理については、今回の会議を経て

修正した条例構成案を、１０月の会議で再び委員の皆様に御審議

していただくことになります。その後、パブリックコメントを実

施し、最終的に調整していく流れになります。 

次に、条例の名称である「ふじみ野市こどもにやさしいまちづ

くり条例（仮称）」について、御審議していただきたいと思いま

す。御意見のある方はいらっしゃいますか。 

例えば、物事には名は体を表すというように、名称を見た時に

何が書いてあるかをある程度推測できることが必要な場合もあり

ますが、事務局としてなぜこの表現にしたのかについて補足説明

はありますか。 

 

この条例では「やさしい」という言葉がキーワードになってい

ます。こどもの権利擁護だけでなく、こどもの遊び場確保や体力

向上など、周りの大人がこどもをサポートするという姿勢に「や

さしい」という言葉が適していること、また、まちづくりと言う

とハード面の整備が想像されやすいですが、「やさしい」という

言葉を使うことによって、この条例が理念条例であることを表現

したいと考えております。 

本文の中でも「こどもにやさしいまち」と規定している箇所が

ありますので、なかなか変えるのが難しいかもしれませんが、そ

の点も含めて、ふじみ野市らしい名称、インパクトのある名称

等、委員の皆様から御意見をいただきたいと思っております。 

 

ありがとうございました。委員の皆様いかがでしょうか。 

 

条例構成案の内容を見ると、こどもに関する大事な要素につい

て細かいところまで気を配って作られているのがわかります。こ

の「こどもにやさしいまちづくり」という名称は、こどもにやさ

しいことを謳いながらまちづくりを進めていこうという内容を良

く表現していると思います。 

 

この条例は、こどもの体力や大人の関わり方など、全てこども
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小栗委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

柳川委員 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

 

土屋委員 

 

 

 

進藤委員 

 

 

 

吉田委員 

 

 

 

 

風間和江委員 

 

 

 

 

づくりに繋がるので、「ふじみ野っ子」や「ふじみ野っ子づくり

」というキーワードを入れるのはどうでしょうか。 

 

とてもインパクトがありますね。この市のこどもたちのための

条例という感じがします。 

 

私たちの理念に一番近く、オリジナリティーがあると感じる条

例名称として、長野県茅野市の「茅野市たくましく・やさしい・

夢のある子どもを育む条例」というものがあります。ニュアンス

としては、本市の目指す条例の中身を表すものに近いのではない

かと思います。 

 

条例の名称をあまり長くすると、かえって頭に入ってこなくな

ると思います。条例を通して伝えたいことはたくさんあります

が、それらを含めて「こどもにやさしいまちづくり」というのが

良いのではないでしょうか。 

 

説明しすぎると、反対に頭に入ってこないということはありま

すね。 

 

この「こどもにやさしいまちづくり」という名称は問題なくさ

らっとしている感じがしますが、キーワードとなるセンテンスの

入っているものだともっと細かくイメージできると思います。 

 

私はふじみ野が好きなので、ふじみ野らしさがある方がいいで

すが、こどもたちがどう思うのかなということを考えると、もっ

とこどもたちの心に引っかかるものがあれば良いなと思います。 

 

文字面で見た時にどんなことが書いてあるのか一目で分かった

方が良いので、茅野市のような条例名称もわかりやすいと思いま

すが、やさしいという言葉に全部集約できるのではないかと思い

ます。 

 

具体的なキーワードを名称に出すと、こどもたちがそういう方

向に向かわなければならないと思ってしまうのではないかと思い

ますので、「やさしいまちづくり」という市民で作っていくよう

なタイトルの方が良いのではないかと思います。 
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山城委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

 

 

 

風間和江委員 

 

 

小栗委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

 

事務局 

まちづくりということであるならば、同じような意味だと思い

ますが、「あったかい」という言葉も良いのではないかと思いま

す。この条例が、こどもをつくっていくとするのか、又はまちを

つくっていくとするのかでまた違ってくるのではないかと思いま

す。 

  

今回策定しようとする条例は、こどもを育むためにまち全体が

こんな風になっていきましょうという理念条例ですので、「まち

づくり」という言葉を使っても良いとは思いますが、ただ一番し

たいことはふじみ野のこどもたちをこういう風に育んでいきたい

ということですので、やはりそれが前面に出ている方がいいので

はないかと思います。「ふじみ野市やさしくたくましいふじみ野

っ子条例」というのはいかがでしょうか。 

 

「ふじみ野市やさしくたくましいふじみ野っ子条例」という案

が出てきましたが、皆様いかがでしょうか。どういうこどもを育

てたいかという思いを表すと、やさしいとかたくましいといった

ことになるということですね。 

 

こども全体としては、こどもらしく、人間らしく、将来大人に

なれるようなこどもをつくろうということが大事だと思います。 

 

現段階では「ふじみ野市子どもにやさしいまちづくり条例」と

「ふじみ野市やさしくたくましいふじみ野っ子条例」の２つを掲

げておいて、最終的に御意見をいただくのは次回でもよろしいで

すか。 

 

次回の１０月の会議の時に最終的な方向性が固まれば問題あり

ません。ただ、条例の名称が前文や本文の中に盛り込まれている

部分に影響の出る可能性はあります。この２つの案で考えていく

のでしたら、それを踏まえて法規的な観点から担当と話を進めて

いくことは可能ですので、次回の会議までに２つの案を作れるよ

うにしたいと思います。 

 

今ここで決定するのは難しいと思いますので、事務局から説明

があった流れで決めていくということでよろしいでしょうか。 

 

確認ですが、「ふじみ野っ子」にするか、又は「ふじみ野っ子
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小栗委員長 

 

吉田委員 

 

 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

 

 

中村副委員長 

 

 

小栗委員長 

 

 

 

 

 

 

 

づくり」にするか、どちらにしますか。条例の作り方も変わって

きますので、これについては本日決定したいと思います。 

 

委員の皆様いかがでしょうか。 

 

市がこういうこどもになってほしいとか、親がこういうこども

になってほしいとかを示すのが、本当にこどもにとってやさしい

まちづくりになるのかというと、ちょっとずれているように感じ

ます。こども自身がいろいろな選択肢を取れる環境を作ってあげ

るための条例を作ることが、こどもにとってやさしい条例になる

と考えています。 

 

大事なところだと思います。大人や親、市がこうあるべきだと

いう形のことをこどもに伝えるのではなく、こども自身がどうし

たいかという点からのアプローチですね。 

 

吉田委員がおっしゃっている内容はすでに条例に盛り込まれて

いますので、要は、名称として「つくる」を入れるか入れない

か、「つくる」を「支える」にしたらどうなるかというような観

点だと思います。「ふじみ野っ子を支える」にしたら、より吉田

委員がおっしゃっているニュアンスに合致するのではないかと思

います。 

 

そういったことを踏まえると、「ふじみ野っ子づくり」ではな

く、「ふじみ野っ子」の方が子どもたちのためのという優しさが

伝わりますね。皆様、いかがでしょうか。 

 

私たち大人ではなく、こどもたちが主体の条例ですので、「ふ

じみ野っ子」で良いと思います。 

 

他に御意見はありませんか。それでは、「ふじみ野っ子づくり

」ではなく、「ふじみ野っ子」にしましょう。 

では、「ふじみ野市こどもにやさしいまちづくり条例」と「ふ

じみ野市やさしくたくましいふじみ野っ子条例」で、次回改めて

条例構成案を読ませていただくことでよろしいでしょうか。１０

月の会議までにどちらがいいかを考えていただければと思いま

す。 

次に、事務局から説明がありました４つの変更点についてはい
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事務局 

 

 

 

 

中村副委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

山城委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

小栗委員長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

かがでしょうか。 

私からの質問ですが、第４章の「重要かつ具体的な支援」の名

称に、「こども及び子育て家庭への」という修飾語はいらないの

でしょうか。 

 

これについては、家庭や家族という用語の使い方に難しさがあ

るため、ひとり親の方への配慮からあえて使わなかったり、誤解

や違和感を生じさせない形であれば使ったりしています。御指摘

の箇所については、その点を考慮しながら抜いております。 

  

１４条で、「障がいのあるこども」や「ひとり親家庭のこども

」の文言を入れる必要はあるのでしょうか。 

 

 具体的な例がないと分かりにくくなってしまいますので、現状

として、国、県及び市が制度として支援しているものを記載して

おります。これ以外にも支援を必要とする家庭については、対応

していくという内容になっています。 

 

支援を受けられるのは配慮を要するこどもとその家庭だけでし

ょうか。 

 

まず、大前提として、１３条に子育て家庭全体を支援するとい

う規定を設けております。その上で、特に支援が必要な方のため

に１４条の規定を設けている形になりますので、支援を受けられ

るのが配慮を要するこどもとその家庭だけに限られるものではあ

りません。また、「等」という言葉を入れることで、いろいろな

こどもが含まれることを想定しており、２項では貧困についても

挙げております。 

 

委員の皆様から他に御意見等はありますでしょうか。 

御意見等がなければ承認ということでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

変更点については皆さんから承認していただきました。 

それでは、議題（２）その他について、事務局からお願いしま

す。 

 

今後のスケジュールについてですが、次回の会議は１０月を予

定しております。日程の詳細については、委員長と調整をして委
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小栗委員長 

員の皆様に早めに御連絡いたしますので、よろしくお願いしま

す。 

また、前回の会議において、この条例をこどもたちにどのよう

に示していくかという点で、副読本の必要性について御意見をい

ただきましたので、現在予算化に向けて担当部局と調整を図って

いるところです。今後また話が進みましたら御報告させていただ

きます。 

 

それでは、令和３年度第２回ふじみ野市こどもにやさしいまち

づくり条例（仮称）策定委員会を終了させていただきます。お疲

れさまでした。 

以上 

 

 


